
最新医学 (2008.08) 別冊 新しい診断と治療のABC 56 精神5 睡眠・
覚醒障害:129～143.

睡眠時随伴症

千葉 茂



要旨

睡眠障害国際分類

睡眠時随伴症１プ2９

睡眠時随伴症（parasomnia）とは睡眠障害の１型である．本症は，睡眠中だけでなく，

睡眠から覚醒へ，あるいは覚醒から睡眠への移行期にも起りうる．これらの異常現象の発

現機序として，ノンレム睡眠からの覚醒障害（睡眠時遊行症など)，レム睡眠に関連する

もの（レム睡眠行動障害など)，てんかん発作，睡眠関連運動障害，睡眠関連呼吸障害，

せん妄，その他（泌尿器科的異常，心理社会的要因，遺伝的要因など）などがある．鑑別

診断においては，睡眠ポリグラフ検査(polysomnography）を積極的に施行すべきである．
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●キーワード

ヒトの睡眠中には，種々の精神的・身体的な異常現象が起りうる．

しかし，これらの異常現象は，睡眠中であるがゆえに，本人の主観症

状としても，あるいは周囲からの客観症状としても気づかれない場合

が少なくない．たとえ気づかれたとしても，異常言動の背景にはさま

ざまな疾患や病態が存在する可能性があるため，慎重な確定診断と適

切な治療が求められる')．

睡眠時随伴症の英語“parasomnia'，（パラソムニア）とは，ギリシ

ャ語の接頭辞“para'，（英語のalongsideof)，および，ラテン語の名

詞“somnus”（英語のSleep）に由来している．したがって，“para

somnia”は睡眠に随伴する異常現象というのが元来の意味であり，

これにはさまざまな病態が含まれることになる．すなわち，睡眠中の

異常現象の病態としては，ノンレム睡眠からの覚醒障害（睡眠時遊行

症など)，レム睡眠の異常（レム睡眠行動障害：ＲＢＤなど)，てんか

ん発作（全般発作および部分発作)，睡眠関連運動障害（周期性四肢

運動障害など)，睡眠関連呼吸障害（閉塞』性睡眠時無呼吸症候群：

OSASなど)，せん妄，その他（泌尿器科的異常，心理社会的要因，

睡眠障害
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